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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。イスラエルの首都
をめぐる中東情勢への懸念や、米国市場において
半導体関連株の下げが目立ったこと等を背景に週
初から3日続落となりました。週末は、米ハイテ
ク株の上昇や円相場の下落が好感され、大幅に続
伸となったものの、週間では小幅に下落となりま
した。（週末引け値：22,811.08円）

 週間では、日経平均株価は0.03％の下落、東証株
価指数0.40％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場

投資情報室
2017年12月11日

1/2

週間市場レポート
（2017年12月4日～12月8日）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に上昇となりました。米税制改革の進展期待
から米金利が上昇したことを背景に、週初は上昇し
てスタートしました。週末は、財務省が実施した30
年債入札で需要の強さが確認されたこと等を受けて、
低下基調となりました（価格は上昇）。（週末引け
値：0.053%）

 週間では、0.018％の上昇となりました。

（審査確認番号H29-TB364）

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。上院での税制改革案可決や、原油
価格の下落等を受けて週を通じて一進一退の展開と
なりました。週末は堅調な米雇用統計を受け、米景
気の拡大期待が強まったことから上昇し、史上最高
値を更新しました。（週末引け値：24,329.16ド
ル）

 週間ではNYダウは0.40％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高
となりました。週初は、米税制改革法案を巡り、上
院と下院との一本化が難航するとの見方などから、
もみ合いとなりました。週央は、イスラエルの首都
をめぐる中東情勢への懸念等から、投資家のリスク
選好姿勢が高まり円高米ドル安が進行したものの、
週末は日米の金利差の拡大観測から、円売り米ドル
買いが優勢となりました。（週末引け値：113円
45銭～55銭）

 週間では米ドル/円は1.17％の円安、ユーロ/円は
0.10％の円安となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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